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8 月 1 日(月)、任期満了に伴い、地区班長・職群班長の委嘱状交付式が理事・監事同席のも
と行われました。また、班長委嘱状交付式と併せて交通安全講習会が行われました。 

 
委嘱状交付式 
今回、地区班長 28 名、

職群班長 34 名、職群副班
長2名が選任されました。
（5 頁参照）  
任期は、平成 30 年 7 月

31 日までの 2 年間となり
ます。委嘱状は、地区班
長を代表して 1 地区の長
堀茂氏、職群班長を代表
して江戸川台駅放置自転
車対策班の三島正保氏に
前田良助会長から交付さ
れました。 
委嘱状交付式の冒頭、

前田会長の挨拶があり、
福留事務局長から理事・
監事及び職員の紹介並び
に地区班長・職群班長の
それぞれの職務内容につ
いて説明がありました。 

 
交通安全講習会 
 委嘱状交付式の後、理事・監
事・班長を対象に交通安全講習会
を開催しました。流山警察署交通
課の石井氏を講師に迎え、また、
インターンシップ（江戸川大学
生）の方も聴講するなど、自転車
事故の事例や自転車事故で問わ
れる自転車利用者の責任等、自転
車に関わる現状を中心とした交
通安全状況について、講演してい
ただきました。 

 
      

（１） 

高めよう自主・自立・共働・共助の基本理念 



 
 
 
 
 
 

          

『平成 28年度第 4回理事会』 7 月 11 日（月） 
 

【報告事項】 
① 平成 28 年 5 月のシルバーの運営状況は、昨年比会員数 8 名増（男性 4 名、女性 4 名増）、事

業実績は流山市民総合体育館の夜間の仕事がなくなったことなどにより減少となりました。
但し、就業率は 73.2％（派遣従事者=11 名を含めると 74.7％）となり前年同月比 3.2％増と
なっています。 

② 流山花火大会の翌日 8 月 21 日（日）早朝の清掃ボランティアの募集を行います。 

③ 安全就業対策委員長以下 5 名が県シ連の研修会に参加したとの報告がありました。 
 

【協議事項】 
① 6 月の新入会員 5 名（男性 3 名、女性 2 名）の承認と、退会会員 8 名（男性 5 名、女性 3 名）

の報告が行われました。 

② 8 月 1 日午後 1 時よりシルバー2 階会議室にて、地区班長・職群班長委嘱式が行われます。 

③ パソコン教室担当の岡野理事より、5 月に実施したパソコン講習会が好評で、このような単発
の講習会ではなく、パソコン教室を定期的に開催して欲しいとの声が多く寄せられ、月 2 回
程度のパソコン教室を開くことが提案され承認されました。 

④ 地区懇談会は予定通り今年も開催することとなりました。       （西村 貞男・記） 

 
 
  

  
 
『事業運営推進委員会』 8 月 3 日（水） 

①センター事業運営状況 ②会員の状況（新入会員及び退会会員） ③各委員会の活動状況 ④
成年後見事業ＰＴの報告事項 ④地区懇談会 ⑤平成 29 年度予算編成に対する要望 ⑥指定管理
者の応募 ⑦流山市民まつりの必要人員 ⑧流山花火大会ボランティア活動 等について協議し
ました。                               （根岸 秀男・記） 

 
『適正就業委員会』 7 月 8 日（金） 

 委員会メンバーで JR 南流山駅周辺、TX 流山セントラルパーク駅の自転車駐車場、放置自転車
保管所などの職場巡回を行いました。就業中の 6 名と話をしました。駐車場利用者との気持ち良い
挨拶の必要性や、周辺の清掃作業など就業状況を見ることが出来ました。また、不審車輌の取り扱
いや、就業環境の改善などの要望も聞くことが出来、会員の皆さんの声を反映するには流山シルバ
ー人材センターと事業者とのコミュニケーションを密にしてゆく必要性を強く感じました。 

（岡野 三雄・記） 
 
『安全就業対策委員会』 7 月 7 日（木） 

平成 28 年度安全適正就業推進員研修会が、7 月 7 日(水)千葉市生涯学習センターにて 13：30～
16：15 に行われました。当センターからは安全就業対策委員（工藤、市毛、中川、高）4 名と海老
原常務の 5 名が参加しました。交通安全講話、転びの災害防止について講義があり、その中で指差
し呼称がエラーを 6 分の 1 にしたという JR の報告事項が印象的でした。 

（工藤 新治・記） 
 
『成年後見事業ＰＴ』 7 月 29 日(金)  

福社会福祉協議会（以下社協）と成年後見事業ＰＴのメンバー（石橋、池内、岡本、西村）との
成年後見事業に対する勉強会を約 2 時間かけて行いました。社協より加藤事務局長、早川主査、シ
ルバーからはＰＴメンバーと福留事務局長が参加しました。社協では成年後見手前の段階の人を対
象に「日常生活自立支援事業」を行っているとのことでした。成年後見事業については、加藤局長
より、社協内での人材不足、資金不足、特に市の手助けがないとやれない事業なので当面は事業化
出来ないとのことでした。ＰＴでは改めて今後の方針を検討いたします。  （西村 貞男・記） 

 

 
 

（２） 

委 員 会 

活 動 報 告 

理 事 会 
 

あわてない 余裕の心が 事故防ぐ 



（H28.6.16 第 36 回の集合写真） 

 
     
 
 
『平成 28年度第 4回役員会』 7 月 15 日（金） 
 ①7 月末現在の会員数と会費徴収状況の確認 ②歌声広場・8 月 29 日（月）の実施（決定） ②
1 泊 2 日親睦旅行・11 月 16 日（水）～17 日（木）の実施（決定） ④役員会の開催日程の見直し
等について協議・決定しました。                    （平澤 正征・記） 
 

ゴルフ同好会加入のお誘い 
 ゴルフ同好会は平成 21年 11月から 4年半で 36回を数え
ました。毎年 8 回（1・2・7・8 月は休み）の月例コンペを、
原則として第 3 木曜日に野田市ＰＧひばりコースで実施し
ています。費用は 6 千円以内です。現在会員 33 名で毎回
20 名～25 名が参加して楽しくラウンドしています。むかし
やったことがあって「自信はないけど、またやってみよう
かな！？」と思っている方、ぜひ参加してください。楽し
みましょう・・・連絡先：加藤(04-7152-7217)まで。 

（加藤 吉彦・記） 
 

 
同 ゴルフ同好会 9 月 15 日(木)   8：30 スタート 野田市ＰＧ・ひばりコース 

好 パソコン同好会 8 月 16 日(火)  14：00 ～ コミュニティプラザ 

会 写真同好会 8 月 23 日(火)  13：30 ～ コミュニティプラザ 
 
 

成年後見制度について（4） ＜前号より続く＞ 
 

４ 成年後見人の職務  
① 選任 成年後見人等の資格は問われません。裁判所では成年後見人となる人の職業や経歴、更に

は被後見人との利害関係の有無について考慮するとされています。 
 

② 役割 成年後見人等の役割は本人に代わって財産管理、契約の締結等誠実に行って本人を支援・
保護することといえます。 

 
③ 義務 本人の意思の尊重。 

 
④ 報酬及び費用 家庭裁判所が報酬の支払いについての審判申し立てを受けた後に後見事務の内

容や成年後見人等の職業等を参考にして「相当な報酬額」を決めます。 

後見事務に係わる必要な費用を含めて本人の財産から支払われます（報酬は月額平均 2 万円とい
われています）。 

 

5 法人後見制度 
 

（1）法人後見人とは 
法人後見人とは、福祉の事務に関して知識・能力・体制などを備えた法人を成年後見人等とし

て選任することです。社会福祉関係の公益法人、社会福祉法人或いは社会福祉協議会などが考え
られます。 

対応するものは個人の成年後見人で、身内の他、第三者の弁護士、司法書士、社会福祉士等の
専門職の方々です。 

 

(2) 法人の適格性のチェック項目 

 後見人の法人の資格は民法上別段の制限はありません 

 当該法人の事業の種類、内容 

 法人としての資産、経営状況 

 本人との利害関係の有無 

 後見等を行う場合の内部の指揮命令系統（内部組織） 

 実際の担当者の適格性 
 

＜次号に続く：残り 1回掲載予定＞    （西村 貞男・記） 

 
     

（３）  
♪歌声広場♪   8 月 29 日（月） 午後 1:30～ 

流山シルバー人材センター２階で開催  ＜車での来場はできません＞ 

流山シルバー会会員 と シルバー人材センター会員が参加できます。 

 

流シ会だより 
「流シ会」は「流山シルバー会」

の略称です 

 

 

 

このヒヤリ 忘れず生かし 安全作業 



        

                        TEL ７１５５－３６６９ 

                        FAX ７１５４－１８３９ 
   

８ 月 の 予 定  ９ 月 の 予 定 

日 曜 行 事 予 定  日 曜 行 事 予 定 
１６ 火   １ 木 学習教室 

１７ 水   ２ 金  

１８ 木 刈払機取扱講習会 チェーンソー取扱講習会  ３ 土 学習教室 

１９ 金 適正就業委員会  ４ 日  

２０ 土   ５ 月  

２１ 日 花火大会清掃ボランティア  ６ 火  

２２ 月 
館長等会議 車両運転（ワンボックス）技能講
習 

 ７ 水 事業運営推進委員会 

２３ 火 入会登録説明会（南流山Ｃ）  ８ 木 安全就業対策委員会  学習教室 

２４ 水   ９ 金 広報編集委員会 

２５ 木   １０ 土 学習教室 

２６ 金 夏期講習（3年～6年）  １１ 日  

２７ 土 夏期講習（3年～6年）  １２ 月 理事会 

２８ 日 夏期講習（3年～6年）  １３ 火  

２９ 月 自転車駐車場班長会議  １４ 水  

３０ 火 
夏期講習（3年～6年） 
福祉輸送ヘルパー養成講習 

 
１５ 木 「シルバー流山」発行  学習教室 

３１ 水 福祉輸送ヘルパー養成講習     
 
◎新会員のご紹介（敬称略） ○数字は地区名 

 ①金子 博 ②片岡 泰臣 ②竹原 貫吉 ⑧田中 義廣 ⑨富田 力夫 ⑩ 石塚 哲夫 
 
◎刈払機使用時の飛び石に注意を！必ず防護ネットの使用を！ 

 県シ連によると刈払機による除草作業で、平成 27 年度報告を受けた車両損傷、家屋窓ガラス破損によ

る飛び石事故は 38 件で、このうち防護ネットを使用していたのは 2 件だけでした。当センターの 27 年

度の飛び石事故は 5 件でした。刈払機を使用するときは、必ず防護ネットを使用してください。 
 
◎蜂刺されに注意をしよう 

 県シ連によると平成 27 年度に除草作業等で蜂に刺された事故は、14 件でした。当センターでも昨年、

会員が蜂に刺され意識不明となり救急搬送されています。6 月中旬から 10 月末まで巣が大きくなり、繁

殖が最盛期を迎えると蜂は凶暴になりますので注意してください。蜂に刺された場合は、局所を冷やし、

症状がひどいときは救急車を呼んでください。 
 
◎2017年版会員手帳の頒布のお知らせ 

全国シルバー人材センター事業協会では、事業を円滑に運営・推進していただく一助として、見やす

く、使いやすい会員手帳を、お求めやすい価格（277 円（税込））で頒布しています。 

購入を希望される方は、8 月 31 日（水）までに事務局へ連絡ください。 
 
◎高齢者福祉センター森の倶楽部の入浴施設の休業案内  

 入浴施設の点検、清掃等のため、9月13日（火）は入浴施設を休業します。浴場ろ過器のメンテナンス

や配管内洗浄、施設内清掃を行い、公衆浴場法水質検査の実施や入浴設備の負荷軽減を図ります。 
 
◎『安全標語』『ヒヤリ・ハット体験談』作品募集締め切り延長 ― 安全就業対策委員会のお知らせ ― 

応募が少なかったので締め切りを延長致します（特にヒヤリ・ハット体験談）。8 月 31 日（水）迄に

事務局へ奮って応募をお願い致します。（様式は自由、直接、FAX、郵送、メール何れも可） 

応募問い合わせ先は事務局（☎04-7155-3669・Fax04-7154-1839・メール nagareyama@sjc.ne.jp） 
 
 
 
 
 
終戦後疎開地の彦根市にいた頃、8月の下旬に地蔵盆というお祭りがあって、

子供たちが中心でお供え物を作って灯明をともし、大人たちのお賽銭を募った
ものでした。子供たちの創意工夫で大人を呼び込み、当時としては沢山のお賽
銭を集めました。そんな風習、今はどこへいってしまったのでしょうか。 

 

 
    

 会 員 数：平成２８年７月３１日現在 

計 ７４１ 男性 ６００ 女性 １４１ 

（４） 

＜編集委員＞ 

西村貞男  横田清四郎 

池内弘行  佐藤京子 

海老原廣雄 

事 務 局 だ よ り 

気を抜かず 今日も心に 初心者マーク 

 



 
新 班 長 の ご 紹 介 

平成２８年８月１日から平成３０年７月３１日まで、２年間にわたって班長を担当してくださ

る皆さんをご紹介します。よろしく、お願いいたします。（氏名敬称略） 
 

《地区班長》 

地 

区 
班長氏名 担当地域 

地 

区 
班長氏名 担当地域 

1 長堀  茂 西深井・深井新田 6 松沼 信夫 東初石１～３丁目 

溝上  勝 平方・美原１～４丁目 圷  正美 東初石４・５・６丁目の一部・美田 

2 飯田 隆久 東深井 林  修司 東初石６丁目の一部・駒木・十太夫 

小口 雅弘 東深井 7 安元 征雄 流山１～９丁目・平和台２・３丁目 

石山 正司 東深井 鹿野  渡 平和台１・４・５丁目・中 

前平井・後平井 印南 元喬 東深井・こうのす台 

3 渡辺 俊彦 江戸川台西１～４丁目 中野  実 三輪野山１～５丁目 

南石 高秀 北・小屋・富士見台１・２丁目 

富士見台・上新宿新田・中野久木 

竹内 雅彦 加１～６丁目 

8 大塚  功 野々下１～６丁目 

4 片岡都子夫 江戸川台東３～４丁目 菅原 洋一 長崎１・２丁目・古間木・市野谷 

芝崎 柏崎 修二 駒木台・青田 

江戸川台東１～２丁目 9 設楽 辰之 南流山１～８丁目 

5 加藤  廣 西初石１～３丁目 横須賀 清 西平井・宮園１～３丁目・思井・木 

阿部  勲 西初石４～６丁目 鈴木忠次郎 鰭ヶ崎 

伊藤 春枝 若葉台・上新宿・桐ヶ谷・南・谷・ 

上貝塚・下花輪・大畔 

10 山本 剛男 向小金１～４丁目 

鳥山 恵司 前ヶ崎 

 富沢嘉四郎 松ヶ丘１～６丁目・西松ヶ丘１丁目 

名都借 

 

《職群班長》 

就労場所 班長氏名 就労場所 班長氏名 

1 放置自転車対策 運河駅 伊藤  満 19 自転車駐車場受付 運河駅 岩波  傳 

2 放置自転車対策 江戸川台駅 三島 正保 20 自転車駐車場受付 江戸川台駅東口 櫻井 芳雄 

3 放置自転車対策 初石駅 根岸 清吉 21 自転車駐車場受付 江戸川台駅西口 辻  康雄 

4 放置自転車対策 流山おおたかの森駅 成田 文雄 22 自転車駐車場受付 初石駅 藤田  勉 

5 放置自転車対策 南流山駅 大越 幸雄 23 自転車駐車場受付 流鉄 車田  操 

6 平方保管所 畑   收     24 自転車駐車場整理 運河駅 小宮二三夫 

7 鰭ヶ崎保管所 広瀬 博昭 25 自転車駐車場整理 江戸川台駅 後藤  浩 

8 市総合運動公園（管理） 小島 祐輔 26 自転車駐車場整理 初石駅 柏崎 修二 

9 市総合運動公園（整備） 小泉 剛毅 27 自転車駐車場整理 流鉄 横須賀 清 

10 スポーツフィールド 山田 邦夫 28 除草班 森園 元博 

11 市社会福祉協議会（運転） 井出 正一 29 除草班 堀切 三郎 

12 イトーヨーカ堂流山店 設楽 辰之 30 除草班 新行内芳則 

13 
イトーヨーカ堂おおたかの森店 

豊岡 伸行 31 除草班 吉田 朝男 

14 平松仲二郎 32 除草班 安元 征雄 

15 木の図書館 石田香寿美 33 除草班 根岸 英子 

16 森の図書館 石山 正司 34 除草班 宮澤 良次 

17 森のまちエコセンター 牧  道郎 《職群副班長》 

18 学習教室 山田 良光 1 江戸川台駅放置自転車対策 本田 正衛 

   2 自転車駐車場整理 江戸川台駅 高野 忠孝 
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暑い日が続いています。今年は記録的な猛暑になるかもしれないと云われています。 

熱中症にならないよう気を付けるとともに、もし、熱中症が疑われるときは早めの措置を
とるよう心がけましょう。 
 

■熱中症にかかるパターン 
 

①炎天下で体内の熱が限界以上に上がったとき 

②閉めきった無風、高温の部屋で長時間過ごすとき 
 

気温３０度以上、湿度７０～８０％、風の弱いとき等は熱中症が起こりやすい条件
と云えます。このような環境で屋外作業や運動を行う場合は十分な備え・注意が必要
です。 
また、熱帯夜（夜間の最低気温が２５度以上）に部屋を閉め切った状態で寝ている

と体内の水分が失われ熱がこもり、熱中症を起こすことがあります。 
さらに熱い風呂に長時間入っていたり、キッチンで火を使った料理などを長くやって
いる場合も熱中症になる危険があります。 

 

■何故、高齢者が熱中症にかかりやすいのか   
→ 汗をかかない、暑さやのどの渇きを感じにくい 

 
① 人間の身体は半分以上が水分でできていますが、歳を取るにしたがって

水分の割合が減り、代謝機能も衰えるため汗をかきにくくなり、体内の
熱が発散しにくくなります。  

② 暑さを感じる機能が衰えて、エアコンや扇風機などを使わず暑い状態の
ままでいることが多くなります。  

③ のどの渇きを感じることも減ってきて、水分補給が十分に行われなくな
ります。 

 
こうした高齢者特有の身体的および感覚的機能の低下により、熱中症にかかりやす

くなります。 

 

■こんな症状が出たときの対処 
 
重症度 症  状 対  処 
１度 めまい、こむら返り、 

大量の発汗、手足のしびれ 
・涼しい場所に移動 

・衣服をゆるめる 

・足を高くして寝かせる 

・体を冷やす 

・水分・塩分を補給する 
２度 頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、 

虚脱感 
・１度の措置を行い、自分で水分・塩分が 

とれないようなら病院へ 
３度 意識障害、けいれん、体が熱い、 

呼びかけへの反応がおかしい 
・すぐに救急車を呼ぶ 

（救急車が到着するまでは１度の措置を） 
 

■熱中症を予防する 
① こまめに水分・塩分を摂る、 

② 高温多湿の野外での運動、作業は無理をしない 

③ 室内（とくに寝室）の温度に気を配る 
 

熱中症にご注意を！ 
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